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本 部 登 録 番 号 199-187 サ ー ク ル 結 成 年 月

NTKセラテックは、セラミック製品および半導体製造装置の部品を

製造しています。私たちの職場は愛知県小牧市にあります。

サークルレベルはDよりのCゾーンです。

マトリクス図法にて点数付けをした結果、テーマを「ピン詰め作業の

時間短縮」に決定しました。
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『ロウ付け』とはセラミックと金属のピンを接着する加工のことで、

静電チャック製造において重要な工程です。

主に静電チャックと呼ばれる製品を製造しています。

サークルの強みは中堅ベテランが多いので知識豊富でチームワークが

良いこと、弱みは上司や他部署との連携が弱いことです。

CCCサークルは、20～62歳までの17名で構成されています。40代以上が

７割を占めている職場です。
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来年度の生産数は現状の２倍になる予定ですが、増員は難しく、

このままでは生産が追い付かなくなってしまいます。

ピン詰め作業はロウ付けピンを治具にセットする作業で、１本づつすべ

て手作業で行っていました。

10

7 8

9

1211

13 14

10枚連続した作業を観察したところ、目の疲れや集中力の低下により、

回数を重ねるにつれて作業時間が遅くなることが分かりました。

『ピン詰め作業に時間がかかる』を主要因に、ピンが入れにくい、ピン

が見にくい、作業が手動の３つを重要要因として抽出しました。

ほぼ計画通りに期間内で活動を完了できました。

何を：製品1枚あたりのピン詰め作業時間を、いつまでに：2021年

8月末までに、どれだけ：11.1分にすることを目標としました。

ピンはとても小さく数が多い上に挿入方向が決まっており、とても時間

がかかる作業でした。

製品１枚あたりの作業時間を比較すると、一番早い人と遅い人とで14.1

分も差があり、器用さや視力が影響するとの声が挙がりました。



ピン穴の入口断面が直角になっており、引っかかりやすかったので、丸

み加工を施してスムーズに挿入できるようにしました。
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治具変更に伴い、ピンの接着位置のズレ量や強度を検証して、品質に問

題が無いことを確認しました。

作業の機械化に向けて、メンバーで様々な設備を検討しましたが、上

司のアドバイスにより生産技術部門へ相談することにしました。

生産技術部門に協力を得て、いくつかの作業方式に候補を絞り込み比

較検討した結果、吸引方式で進めることにしました。

系統図とマトリクス図法で検討した結果、①拡大鏡の倍率アップ、

②治具の形状変更、③作業の機械化を実施することにしました。

拡大鏡の倍率を2倍から3.5倍に上げることで、ピンが大きく見えるよう

になり、作業がしやすくなりました。

どんな手順なら一番効率良く、品質が良くなるのか、詳細な作業方法

を検討しました。

検討した結果、①刷毛で掃いながら吸引した後、②手作業で補充する

方式を採用することにしました。



同様の作業を行っている仙台工場に改善内容を展開して、仙台工場で

も作業時間を4分の1にすることに成功しました。
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作業要領書に改善内容を反映し、課員に教育を実施しました。

月ごとに作業時間をチェックして、維持管理につなげていきます。

対策の効果を確認するため、作業時間の変化を確認しました。1枚あた

り22.2分→5.4分となりました。

10枚連続での作業時間についても比較したところ、作業時間の増加量

が3.4分→1.1分となりました。

目標の作業時間50％低減を上回る、75％減を達成しました。

来年の生産数倍増に向けて、増産対応が可能となりました。

異動者や若手の個人レベルが向上し、サークルレベルもアップして、

Ｂゾーンまであと一歩となりました。

今回は他部門と連携することになり大変なテーマとなりましたが、新

しいことに挑戦でき、成長のきっかけとなりました

作業者の声をきっかけに更なる改善を進め、治具にガイドを取り付け

ることで挿入率を70％→99％まで向上させました。


